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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しんそ

                  

                                                      

                   えんちゅうざ                 そせき

 じちん　　　　　　　　　　　　  　　　   わどうかいちん    まんねんつうほう　じんぐうかいほう  　　　　　　　 さはり

    　　　　　  わん

　由義寺の塔は、基壇の規模やその官寺としての格から、凝灰岩の切石を使って化粧された

基壇のうち、束石を使用した最も格の高い「壇正積基壇」であった可能性が高いと考えら

れます。また基壇を化粧した石材の出土は、塔が完成していたことを示しています。

                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ぎょうかいがん  きりいし

                                   つかいし                                                                  だんじょうづみきだん
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